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1 はじめに

2025 年 8 月より 、 インド のバンガロールにある Indian Institute of Science, Bangalore (以下、

I ISc) 1の CPDM 2に留学している青木待心です。 今回が最後の留学報告になり ます。

2 学業について

受講し ている講義は、 11 月から 12 月にかけて、 期末テスト と コースプロジェ ク ト の発表を

終えまし た。 HCI (Human Computer Interaction) の基礎的な部分から学ぶことができ、 修士

課程のこのタ イミ ングで基礎と 応用について学ぶこと が出来たのは、 今後の研究活動におい

て重要になると感じています。

また、コースプロジェ クト では、生成 AI を用いた音楽生成に関するシステムを開発しました。

今回は、ラボのメ ンバーと共に、このコースプロジェ クト を発展させて、実際に障がいのある

方々に使用し てもらい、 システムの評価を行いました。 私の専門とする Assistive Technology

の分野では、 当事者に実際に使用し てもらい、 フ ィ ード バッ クをいただく こと が重要である

こと から、 今回、 システムの評価をする機会をいただく こと ができ、 非常に良い経験と なり

まし た。 研究のスト ーリ ーを考えた上での実験デザインや事前準備について学ぶこと が出来

ただけでなく 、 実際にシステムを利用し た方々の笑顔や楽し そう な姿を見て、 私自身も嬉し

さを感じ 、 技術が人の活動を豊かにすることを学ぶことが出来ました。

3 旅行・ 課外活動

3.1 旅行

11 月には、 デリ ー・ アグラ ・ ジャイプールと いう 観光客がよく 訪れる三都市を回り まし た。

デリ ーはインド の首都であるニューデリ ーがあること で知られており 、 インド 門やレッ ド ・

フォート と いった遺産もある都市です。 アグラはタ ージ・ マハル、 ジャイプールは旧都市街

がピンク色であること が有名で、 バンガロールと はかなり 異なる街並みや遺産が並び、 北イ

ンド と南インド の違いを大きく 感じた旅でした。

1https://iisc.ac.in
2https://iisc.ac.in/locations/centre-for-product-design-and-m anufacturing-cpdm
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(a) アンベール城（ ジャイプール） (b) タ ージ・ マハル（ アグラ）

3.2 課外活動

この時期はイベント がかなり 多く 、 可能な範囲で学外に出て参加し まし た。 個人的に面白か

ったものを取り 上げます。

3.2.1 TechSparks2025

TechSparks20251は、 インド 国内における最大規模のスタ ート アッ プ・ テッ ク関連企業のカン

ファ レンスです。 国内のテッ ク系企業だけでなく 、 行政や日本企業からも参加者があり 、 イ

ンド のスタ ート アッ プ熱を色々な面で感じ るこ と ができ、 大きな刺激になり まし た。 カンフ

ァ レンスでは、 様々な企業による講演やディ スカッ ショ ンのほか、 各企業のサービスや AI を

活用し たデモも体験すること ができ、 テッ ク企業が集まる都市であるバンガロールならでは

の機会を得ること ができまし た。 インド の起業エコシステムについては勉強になる部分も多

く 、 さ らにインド のテッ ク系人材やスタ ート アッ プに対する、 日本政府や企業の取り 組みも

学ぶことができ、 今後のインド と日本における産業分野の連携も楽しみになり ました。

(a) TechSparks2025 (b) AI を使って、 絵を描く ロボッ ト

3.2.2 E nA b leI nd ia でのボランティ ア

大学での勉強以外に、 インド にある障がい者福祉関連の NGO である EnAble India 2でボラン

ティ アをしています。 11 月には、 視覚障がいのある方と ト レッ キングをするイベント に参加

し まし た。 1 対 1 で周囲の様子や足元の段差などを説明し ながら、 山を登り まし た。 ペアに

1https://techsparks.yourstory.com /2025
2https://www .enableindia.org
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なった方と 、 お互いに助け合いながら山頂まで登り 切ること ができ、 景色も経験も思い出に

なり ました。 また、 後日に EnAble India のオフィ スを訪問し 、 業務などについてもお話を聞

かせていただきまし た。 障がいのある方の就労支援や社会進出支援、 障がいに関する啓発の

ほか、 Assistive Tech についての開発や紹介等も行なっており 、 私自身の専門とマッ チする部

分も多く 、 非常に勉強になり まし た。 オフィ ス内は、 様々な障がいのある方が共に働く こと

ができるよう に、 インクルーシブなデザインが至る所に施されており 、 魅力的な空間でした。

(a) バンガロール近郊でのト レッ キング (b) EnAble India オフィ スの Assistive Tech

4 最後に

最後になり ますが、 今回の I ISc への留学にあたり 、 支えてく ださ った方々にお礼申し上げま

す。 まずは、 交換留学生と して島根大学から送り 出してく ださ った、 島根大学国際課の皆様、

受け入れを許可してく ださ った、 I ISc の O iceff of International Relations の職員の皆様、 並び

に、 I3D Lab 1の Dr. Pradipta Biswas と ラボのメ ンバーに感謝申し上げます。 島根大学で初め

てのインド への交換留学生であり 、 修士課程の一学生である私を送り 出し 、 受け入れてく だ

さ った皆様には心配をおかけすること もあったと 思いますが、 皆様のケアなし には、 大きな

問題もなく 留学生活を終えることが出来ませんでした。 あり がと う ございました。

そして、 本留学にあたり 、 文部科学省「 ト ビタテ！留学 JAPAN 2」 の第 17 期生と して採用さ

れ、 経済的な面だけでなく 、 留学に関するアド バイスやキャリ アについて考える機会をいた

だく こと ができ、 様々な面でご支援いただきまし た。 ト ビタ テ事務局や支援企業、 先輩ト ビ

タ テ生の皆様に感謝申し 上げると と もに、 同期と し て世界中に飛び立ち、 それぞれのフィ ー

ルド で日々、 奮闘しているト ビタテ 17 期の仲間たちにも感謝申し上げます。

また、 本留学にあたり 、 私の選択を理解し 、 応援し てく ださ った研究科教職員の皆様や課外

活動を共に行なっている皆様、 日本の家族、 友人たちに感謝申し 上げます。 インド での生活

を通し て、 顔を合わせ、 時間と 場を共有すること の重要性を改めて実感し まし た。 インド で

学んだことを今後の日本での様々な活動に役立てたいと思います。

最後に、 留学に関するすべてのこと を通し て、 私は日頃から多く の方に支えられていること

を心から実感しました。 これまでお世話になったすべての皆様へ、「 恩返し 」 するだけでなく 、

この先、 留学をはじめとする様々なことに挑戦する方の助けになるよう な、「 恩送り 」 を行な

っていきたいと思います。 本当にあり がと う ございました。

1https://cambum .net/I3D.htm
2https://tobitate-m ext.jasso.go.jp
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